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二
○
○
○
年
の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ

た
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
ひ
と
つ
に

「
初
等
教
育
の
完
全
普
及
」
が
設
定
さ
れ
、

発
展
途
上
国
の
貧
困
削
減
目
標
の
核
心
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
万
人

の
た
め
の
教
育
世
界
会
議
」（
一
九
九
○

年
）、「
世
界
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
二
○

○
○
年
）
等
の
国
際
会
議
を
通
じ
て
提
唱

さ
れ
続
け
て
き
た
「
万
人
の
た
め
の
教

育
」（Education for All : EFA

）
の
理
念

に
基
づ
き
、
基
礎
教
育
の
普
及
こ
そ
が
開

発
の
基
盤
に
な
る
と
い
う
認
識
が
国
際
社

会
全
体
で
共
有
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
呼
応

す
る
も
の
で
あ
る
。

教
育
協
力
へ
の
国
際
的
な
取
組
み
は
一

九
五
○
年
代
に
始
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

期
の
開
発
概
念
や
方
法
論
の
影
響
を
受
け

な
が
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
開
発
戦
略
に
お

け
る
教
育
の
重
要
性
は
、
経
済
開
発
の
前

提
条
件
、
社
会
開
発
の
重
要
要
素
、
人
間

開
発
の
重
要
目
標
と
変
化
し
て
き
て
い
る
。

江
原
裕
美
編
『
開
発
と
教
育 ̶

国
際
協

力
と
子
ど
も
た
ち
の
未
来
』（
新
評
論　

二
○
○
一
年
）
は
、
一
九
五
○
〜
六
○
年

代
に
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
展
開
さ
れ
、
今

日
の
教
育
協
力
活
動
の
理
念
的
源
流
と
な

る
「
開
発
教
育
」
の
分
析
考
察
に
始
ま
り
、

主
に
そ
の
理
念
を
継
承
す
る
と
さ
れ
る
世

銀
の
教
育
協
力
政
策
の
潮
流
を
考
察
す
る

こ
と
を
中
心
に
、
教
育
開
発
の
歴
史
を
検

証
し
て
い
る
。
ま
た
、
教
育
協
力
の
現
状

を
各
地
域
の
具
体
的
な
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
分
析
す
る
こ
と
で
「
開
発
と
教
育
」

に
つ
い
て
の
今
後
の
考
察
を
発
展
さ
せ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
世
銀
及
び
ユ
ニ
セ
フ
の

政
策
報
告
書Education Sector Strategy

（W
orld Bank　

一
九
九
九
年
）
と
、

The State of the W
orld's C

hildren 1999
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ　

一
九
九
九
年
）
の
比

較
を
通
じ
、
今
後
の
教
育
開
発
戦
略
の
行

方
も
論
じ
て
い
る
。
ユ
ニ
セ
フ
が
教
育
は

基
本
的
人
権
で
あ
る
と
い
う
基
本
理
念
を

貫
く
一
方
、
世
銀
が
経
済
的
効
果
に
重
点

を
お
い
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
等
対
照
的

な
方
針
が
う
か
が
え
興
味
深
い
。

世
銀
の
教
育
開
発
に
お
け
る
経
済
学
的

分
析
は
そ
の
偏
り
が
指
摘
さ
れ
、
し
ば
し

ば
批
判
の
対
象
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し

発
展
途
上
国
に
と
っ
て
教
育
に
使
え
る
資

源
は
希
少
で
あ
り
、
そ
の
効
率
的
な
配
分

を
考
察
す
る
際
に
、
社
会
学
的
ア
プ
ロ
ー

チ
に
も
増
し
て
、
経
済
学
的
な
収
益
性
の

分
析
は
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
大
塚
啓
二

郎
・
黒
崎
卓
編
著
『
教
育
と
経
済
発
展̶

途
上
国
に
お
け
る
貧
困
削
減
に
向
け
て
』

（
東
洋
経
済
新
報
社　

二
○
○
三
年
）
は
、

ミ
ク
ロ
計
量
経
済
学
的
な
考
え
方
を
重
視

し
、
教
育
が
生
産
性
や
所
得
の
向
上
を
通

じ
て
経
済
成
長
を
促
進
し
、
人
々
の
生
活

水
準
を
高
め
る
こ
と
で
貧
困
削
減
を
実
現

す
る
と
い
っ
た
教
育
の
「
機
能
的
側
面
」

に
焦
点
を
当
て
、
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で

実
証
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

一
方
、
こ
う
し
た
基
礎
教
育
普
及
の
た

め
の
研
究
や
開
発
援
助
が
幅
広
く
実
施
さ

れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
だ
世
界

で
一
億
一
○
○
○
万
人
以
上
が
就
学
年
齢

に
あ
り
な
が
ら
初
等
教
育
を
受
け
ら
れ
て

い
な
い
。
特
に
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
地

域
の
三
分
の
一
の
国
で
初
等
教
育
へ
の
就

学
率
が
四
○
％
以
下
と
な
っ
て
い
る

（E
FA
 G
lobal M

onitoring R
eport

2002

（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ　

二
○
○
二
年
））。

そ
う
し
た
中
、
世
銀
主
導
で
「
フ
ァ
ス
ト

・
ト
ラ
ッ
ク
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」（Fast-

Track Initiative : FTI

）
と
い
う
新
し
い
枠

組
み
が
二
○
○
二
年
に
導
入
さ
れ
た
。
援

助
機
関
協
調
の
も
と
、
初
等
教
育
分
野
へ

の
集
中
的
・
効
率
的
な
援
助
の
た
め
に
援

助
対
象
国
を
絞
り
、
貧
困
削
減
戦
略
ペ
ー

パ
ー
に
沿
っ
た
事
業
実
施
計
画
な
ど
の
要

件
を
課
し
て
教
育
開
発
環
境
の
整
備
を
促

し
、
Ｅ
Ｆ
Ａ
達
成
の
た
め
の
新
た
な
資
金

援
助
を
行
う
と
い
う
取
組
み
で
あ
る
（
北

村
友
人
「
基
礎
教
育
へ
の
国
際
的
な
資
金

援
助
の
試
み̶

Ｅ
Ｆ
Ａ
フ
ァ
ス
ト
・
ト
ラ

ッ
ク
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
導
入
の
背
景
と

課
題
」（『
国
際
協
力
研
究
』Vol.20, N

o.1, 

pp.53-63,

国
際
協
力
総
合
研
究
所
）。
Ｆ

Ｔ
Ｉ
援
助
対
象
国
の
大
半
が
ア
フ
リ
カ
地

域
に
あ
る
が
、
教
育
開
発
が
特
に
遅
れ
た

同
地
域
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
澤
村

信
英
編
著
『
ア
フ
リ
カ
の
開
発
と
教
育̶

人
間
の
安
全
保
障
を
め
ざ
す
国
際
教
育
協

力
』（
明
石
書
店　

二
○
○
三
年
）
が
具

体
的
事
例
を
あ
げ
な
が
ら
国
別
に
取
り
上

げ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

地
域
も
含
め
た
教
育
開
発
の
現
状
検
証
と

展
望
に
つ
い
て
は
、
米
村
明
夫
編
著
『
世

界
の
教
育
開
発

 ̶

教
育
発
展
の
社
会
科

学
的
研
究
』（
明
石
書
店　

二
○
○
三
年
）

が
参
考
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
様
々
な
取
組
み
の
も
と
、

地
域
格
差
等
の
課
題
は
依
然
残
さ
れ
る
が
、

「
教
育
の
量
的
」
拡
大
は
一
定
の
成
果
を

み
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
ア
ク
セ
ス
面

の
拡
大
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
た
結
果
、

中
途
退
学
や
留
年
す
る
生
徒
の
増
加
、
学

習
到
達
度
の
低
さ
な
ど
の
問
題
が
改
善
さ

れ
て
お
ら
ず
「
教
育
の
質
的
」
向
上
へ
の

取
組
み
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
江
原
裕

美
編
『
内
発
的
発
展
と
教
育̶

人
間
主
体

の
社
会
改
革
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
地
平
』（
新
評
論　

二
○
○
三
年
）
は
、
問
題
の
要
因
と
し
て

学
校
教
育
と
地
域
生
活
の
適
合
性
の
問
題

を
指
摘
し
て
い
る
。「
開
発
」
に
対
置
す

る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
思
想
で
あ
り
、
各
社

会
の
自
律
性
、
創
造
性
、
資
源
を
活
か
し

経
済
的
か
つ
文
化
社
会
的
に
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
社
会
を
目
指
す
「
内
発
的
発
展
」

の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
先

進
諸
国
の
「
開
発
」
モ
デ
ル
に
従
う
だ
け

の
地
域
生
活
と
か
け
離
れ
た
教
育
で
は
な

く
、
多
様
な
地
域
、
文
化
の
コ
ン
テ
ク
ス

ト
に
基
づ
い
て
、
当
該
社
会
の
生
活
条
件

や
環
境
に
即
し
た
教
育
を
、
地
域
住
民
が

主
体
と
な
っ
て
構
想
・
創
造
す
る
と
い
う

新
し
い
教
育
開
発
が
望
ま
れ
る
と
し
て
い

る
。（

か 

と
う　

ま
ほ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
研
究
企
画
部
）

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー

教
育
と
開
発

加
藤
真
穂




